
                                                                                          

                                     

                                      

                                     

 

【きこうよ はなし】の取り組みから 

 朝夕が涼しくなり、徐々に過ごしやすくなってきました。虫の声も心地よく、秋を意識で

きるようになってきたなと感じます。『○○の秋』と言われるように、この時期は学習、運動、

読書、趣味など、さまざまなことに取り組む良い季節です。学校においても、各学年の社会

見学や遠足、運動会、５年生一泊移住、６年生修学旅行と、行事がたくさんあります。今年

度は１１月２９日に小学校創立１５０周年記念・新校舎竣工記念の式典も控えています。

日々の学習、行事などを通して、子どもたちの豊かな学びと健やかな成長を促していけるよ

う、教職員一同一丸となって取り組んでいきたいと思います。１０月もご支援、ご協力をお

願いいたします。 

 さて、本校では、毎年９月に『いのちについて考える週間』を設け、あらためて命の大切

さや尊さ、自分も友だちも大切にすることの大事さ等について考えを深めています。今年度

からは、本校教職員が作成した自主教材『北中島プログラム【きこうよ はなし】』に全学年が

取り組み、学びを深めました。 

 【きこうよ はなし】という言葉は、次の言葉の頭文字をとっています。 

「き」気づく「こ」声をかける「う」うなずく「よ」寄り添う「はな」話す「し」信頼  

『周りの友だちの姿を見ていて、困っていそうな友だちに気づくことができるように、気

づいたら優しく声をかけられるようになってほしい。友だちの言葉を傾聴の姿勢で、うなず

きながら、寄り添うように聞いてほしい。そして、自分なりに相手のことを考えて話ができ

るようになってほしい。逆に自分が困ったときには周りに頼ることのできる人がいる・相談

できる雰囲気があると感じてほしい。それらの行動を通して、お互いの信頼関係を築く、強

める、深めることができ、先生や家族、周りの大人たちにも信頼して話をしてくれるように、

そんな子どもたちに育ってほしい。』この教材は、そんな思いや願いから作成されています。

低・中・高学年で重視する視点を分けて作成しました。 

他者意識をもち、相手のことを思いやり行動にうつす、そんな子どもたちを育てたいと考

えています。また、この教材を通して得た学びを一過性のものとするのではなく、日々の生

活の中で生かせるよう継続して伝えていきたいと考えています。各学年だよりには、取り組

みの内容を記載していますのでご覧ください。また、おうちでも、どんな学習だったかお子

様から話を聴いていただければ幸いです。 

 最後に、取り組みを終えた１～４年生の子どもたちの振り返りを一部紹介します。５・６

年生はそれぞれに深く考えてくれていますので、学校だより増刊号で紹介したいと思います。 

学校だより  令和７年度 10 月号  第６号 

大阪市立北中島小学校   ６３９１－２００１ 

  

※ 10 月の木曜日は委員会活動・クラブ活動の予定変更があり、下校時刻が変則的にな

っています。詳細につきましては、先日お配りした「下校時刻変更のお知らせ」（訂

正版）をご覧ください。 

○ 10 月 18 日(土)に運動会を実施いたします。詳細につきましては、後日お配りする

「運動会のご案内」にてご確認ください。  

  ＜今回の学習で、感じたことを書きましょう＞（３・４年生は簡単なロールプレイを行っています。） 

   （３年生） ・やっぱりよりそって傾聴してくれた事がうれしかったです。 

 ・人にやさしくしてもらったら、こんなにうれしいんだって思いました。 

 ・いつも話を聞くときに体だけむけていたけど、こんどは心をむけてみよう。 

   （４年生） ・主人公は傾聴をうまくできていて、相談するのもむずかしいのにできていて、 

    めちゃくちゃすごいと思った。 

 ・この授業のおかげで相談もしやすくなったし、こまっている人がいたら聞け 

るようになりました。 

 校長 坂 幸之介 

＜今日の学習で、大切だと思ったことを書きましょう＞ 

（１年生） ・なんかいいきもちでした。  ・こえをかけるってたいせつだな。  

  ・やさしいこえをかけてあげるのがたいせつだとおもった。 

（２年生） ・友だちや友だちじゃなくても、だれかがこまっていたら声をかける。 

 ・友だちに声をかけるのがこんなにもいいことになるのがしらなかった。 

 ・みんなの心を大切にして、いつもとなんかちがったらやさしく声をかける。 


